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ー８歳男児への介入による

　睡眠パターンと家族QOLの変化ー



なぜ「わらべうたベビーマッサージ」か？

現状のギャップ

ベビーマッサージ＝乳児期のもの
という固定観念

学童期への応用研究は極めて少ない現状



早朝覚醒との闘い

現状 親子の状況 課題

注意しても改善せず、

親も子も疲弊し、

家庭内の緊張感が

高まっていた

8歳男児、

毎朝4時台に目が

覚めてしまう

「言葉による指導」

の限界



睡眠に影響するメカニズム

安心感の醸成  

 
 
 触れる・見つめる・語りかける

科学の裏付け

皮膚刺激によるセロトニン分泌→メラトニン合成→睡眠の質向上



就寝前マッサージが学童期の

早朝覚醒に与える影響を検討する

8歳男児

起床時刻の変化、家族の心理的変化

就寝前のわらべうたベビーマッサージ

（27日間継続）

対象

介入

指標



介
入
開
始

約２時間の改善

介
入
前
平
均



睡眠パターンの劇的な変化

起床時刻が約２時間改善し、７時前後の安定したリズムへ

項目            介入前（平均）  介入後（平均）　変化量

起床時刻      5:00　　　        6:55　　   　1時間55分 遅延

総睡眠時間　8時間30分  　　9時間35分　  1時間05分 延長　





なぜ変わったのか？

身体接触の力

肌の密着による

圧倒的な安心感

心の変化

「親に見守られて

いる」という実感が

子どもの自律的な

安定を引き出した

自律神経の調整

副交感神経が優位に

なり、深い入眠が

可能に

1 2 3



臨床的意義

対象の拡大

家庭の力

家族の救済

わらべうたベビーマッサージは学童期以降の
ケアとしても極めて有効

特別な道具なしで、家庭で今日から実践できる

子どもの睡眠が整うことで、家族全体の

QOLが向上する



まとめ

限界：1症例の報告であるため、

　　さらなる事例蓄積が必要

結論：

わらべうたベビーマッサージは、

学童期の睡眠問題に対し、

非薬物的な介入手段として

大きな可能性を持っている



ご清聴ありがとうございました

親子の「触れ合い」が

子どもの健やかな睡眠と安心感を育みます。


	学童期の早朝覚醒における わらべうたベビーマッサージの 実践報告
	ー８歳男児への介入による 　睡眠パターンと家族QOLの変化ー

	なぜ「わらべうたベビーマッサージ」か？
	ベビーマッサージ＝乳児期のもの という固定観念
	早朝覚醒との闘い

	現状
	親子の状況
	課題
	睡眠に影響するメカニズム

	触れる・見つめる・語りかける
	就寝前マッサージが学童期の 早朝覚醒に与える影響を検討する
	対象
	8歳男児

	介入
	指標
	起床時刻の変化、家族の心理的変化

	約２時間の改善
	睡眠パターンの劇的な変化
	身体接触の力

	なぜ変わったのか？
	自律神経の調整
	心の変化

	臨床的意義
	わらべうたベビーマッサージは学童期以降の ケアとしても極めて有効
	特別な道具なしで、家庭で今日から実践できる
	子どもの睡眠が整うことで、家族全体のQOLが向上する

	まとめ
	ご清聴ありがとうございました

